
訂正とおわび 本誌のバック・ナンバーにおいて，下記の個所に誤りがありました．おわびして訂正
いたします（本誌のウェブ・ページで同様の内容を掲載しています）．  （編集部）

■ 2013年5月号
● 特集
p.53　左↑14行目：PCM2704→PCM27
04C
● 1万円で作るMy実験室
p.146　写真2（a）左：接続先がD10→D9
● 今どきモジュールでWi－Fi/無線
LAN超入門
p.189　↓6行目：ジェレータ→ジェネレ
ータ
● 奥行きカメラで俺センシング！
p.198　右↑1行目：CDDS→CDFL
p.199　左↓5行目：分→の上位ビット

■ 2013年4月号
● 特集
p.74　右↓9行目～14行目，次のように
差し替え：
　回路例（図92）はOPアンプをマイク・
アンプにした例です．OPアンプの使い
方は反転増幅回路です．R1はコンデン
サ・マイクの電圧供給です．R2，R3で
電源を1/2に分圧してパスコンのC3をグ
ラウンド側に付けてOPアンプのバイア
スにしています．全体のゲインはR5と
R4のフィードバック抵抗で変更できま
す．R6は出力ゲインの調整です．
p.74　図92：右記の図参照

1μ

1μ

C1

C2

5V

5V

R2R 1
22k2.2k

R 3
22k R4

10k

R6

R 5

R 5で全体のゲイン変更

エレクト
レット･
コンデンサ･
マイク

10k

100k

LM358 1

出力

8

4

3

2

（誤）

1μ

1μ10μ

C1

C2

5V

5V

R2

R 4

R 1
22k2.2k

R 3
22k

C3
R 6

R 5

R 5で全体のゲイン変更

エレクト
レット･
コンデンサ･
マイク

ゲインを
変更する
ときはこ
の定数を
変える

10k

100k

10k LM358 1

出力

8

4

2

3

（正）




